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立神峡だより
氷川っ子の宿泊通学を実施しました

水難事故、今年も「0」を達成！

　今年も元気いっぱいの氷川っ子が立神峡の里地屋敷において、宿泊通学を体験しました。8月31日から9月16日に
かけて、町内３つの小学校ごとに2泊3日で行った今回の宿泊体験は、昔の生活の大変さやお父さんお母さんの大変
さ、友達の大切さを実感し、普段は使う機会の少ないのこぎりやナタなどの使い方を習得する体験など盛りだくさん
の内容となっております。
　到着後は、里地屋敷のルールに従い、まず山に燃料となる木や枝を探しに入りました。山の中は危険がいっぱいで
すが、指導のもと山歩きについて学びました。
　次に、班ごとに分かれ、氷川の河原で集めた火打石体験や、着火方法を学び、かまどでの料理体験、羽釜による御
飯作り、五右衛門風呂の風呂沸かしなどの体験をしました。何から何まで初めての経験ばかりで、悪戦苦闘の連続で
したが、子どもたちは一生懸命に取り組んでいました。また、全体的にも濃い内容で、終了する頃には、子供達の目の
色が輝き、生き生きとしているのが分かりました。
　今回の宿泊通学体験を通して、子どもたちが「友達の大切さ」「親の大切さ」「感謝する心」を学んでくれることが何
よりも大切なことです。未来を担う氷川っ子に、地域が一丸となり育み成長してもらうための基礎作りがここ里地屋敷
で形成されることになれば、管理者として有意義な宿泊通学体験が実施できたと思います。

　平成27年4月より指定管理者を指定されて以来、一年半が経過しましたが、今年も昨年に引き続き無事故を達成す
ることが出来ました。関係各位の努力は勿論のことですが、警察の方にも大変お世話になりました。
　しかし、中には、救命設備の浮き輪を流したり、栓を抜きわざと救護処置を不可能にする行為、救命ボ－トを水中深
く沈めたり、信じられない行為がまかり通っています。また、断崖絶壁の下には落石の予防のブイを設置して入るにも
関わらず無視して侵入する人など、様々な要素の中で事故が無かったことは、大変良かったと思いますが、このような
行為は皆さまが安全に楽しんで頂くためにも、絶対にやめていただきたいと思います。
　毎年事故が起きていた立神峡のイメ－ジを早く払拭するために、行政と一体となった取り組みを今後も継続して
いきますので、皆さまのご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲指導の下、山歩きを体験 ▲羽釜で初めての炊飯、美味しく出来るかな？
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